槽 崎 星 月 に 関す る 資料 に つい て 
寺 石 悦 章 

1 は じ め に 

本 稿 は 、 槽 崎 時 月 (1899-1974) に 関す る 資料 (書籍 ・ 雑 誌 ・ ウ ェ ブ サイ ト 等 ) に 
どの よう な も の が あり 、 そ れ ぞ れ が 資料 的 に どの よう な 性 質 の も の で ある か 1} を 明らか 
に する こと を 目的 と する 。 と は いえ 構 崎 と いう 人 物 自 体 が 、 一 般 に は ほとん ど 知 られ 
て いな い 。 始め に 槽 崎 と は どの よう な 人 物 で ある か を 、 簡 単に 説明 し て お く こ と に し 
届 9。 
楠 崎 と 結び つけ られ る 最も 代表 的 な キー ワー ド は 、 お そら く 「 カ タカ ム ナ 」 そ し て 
「 イ ヤシ ロ チ 」 だ と 思わ れる 。 こ の うち 「 カ タカ ム ナ 」 と は 、『 日 本 書 紀 』 や 『 古 事 記 』 
より も は る か に 吉 い 時 代 の 文献 だ と 言わ れ て いる 。 そ の よう な 文献 は カタ カム ナ 以 外 
に も 複数 存在 する と され 、「 古 史 古 伝 」「 超 古代 文書 」 な ど と 総称 され る が 、 カ タカ ム 
ナ は その 中 で も か な り 特 異な も の と され る 。 そ れ は 、 大 半 の 「 超 古代 文書 」 が 広義 の 
歴史 書 と 呼び うる も の で ある の に 対し 、 カ タカ ム ナ は 科学 書 と で も 呼び うる よう な 内 
容 だ と され る た めで ある 。 

カタ カム ナ は 、 カ タカ ム ナ 文字 と 呼ば れる 特異 な 文字 で 記さ れ て いる が 2、 苦心 の 末 
に この カタ カム ナ 文 字 を 解読 し 、 カ タカ ム ナ 文献 を 世に 出し た と され る 人 物 が 、 こ の 
槽 崎 に 他 な ら な い 。 これ を 偉大 な 業績 だ と 考え る 人 も いる が 、 そ も そ も カ タカ ム ナ 文 
献 な る も の は 後世 の 備 作 で あり 3、 そ の よう な も の を 真剣 に 研究 する こと 自体 が 理解 で 
き な い と する 人 々 も 多数 存在 する 。 

も う 一 つの キー ワー ド で ある 「 イ ヤシ ロ チ 」 と は 、 カ タカ ム ナ 文献 に 出 て くる 言葉 
の 一 つ で ある 。 作物 は よく 実り 、 仕 事 は は か どり 、 人 々 は 健康 に な る な ど 、 す べ て に 


1 本 稿 で 特に 重視 し て いる の は 、 そ れ ぞ れ の 資料 の 内 容 が 独自 の 情報 で ある か 、 他 の 
資料 の 内 容 に 基づい て いる か と いう 点 で ある 。 

2 古 史 古伝 、 超 古代 文献 と 総称 され る 文献 は 、 平 仮名 や 片仮名 が 成立 する 以前 か ら 存 
在 す る と され て お り 、 特 異な 文字 (神代 文字 な ど と 総称 され る ) で 記さ れ て いる こと 
が 多い 。 ま た 文字 の 種類 は 文献 に よっ て 異な る こと が 多い 。 な お 、 片 仮名 (カタ カナ ) 
は カタ カム ナ 文 字 か ら 作 られ た と も 言わ れる 。 

3 古 史 古伝 、 超 古代 文献 な ど と 呼ば れる 諸 文献 の 真備 に つい て は 、 江 戸 時 代 以 前 は 積 
極 的 に 育 定 する 人 が 少な く な か っ た も の の 、 現 在 で は 耕 定 的 に 見 る 人 が 圧倒 的 に 多く 
な っ て いる 。 こ の カタ カム ナ に つい て は 、 そ も そ も 村 崎 が 提 造 し た も の だ と 推測 する 
見 解 も ある 。 


お いて よい 方 向 に 向かわ せる 力 を も っ た 土地 だ と いえ よう か 4 
槽 崎 は 、 カ タカ ナム 文献 に 記さ れ て いる イヤ シロ チ が 実際 に 存在 する こと を 、 電 位 
の 測定 等 に よっ て 科学 的 に 立証 し て いる 。 の みな ら ず 、 イ ヤシ ロ チ で は な い 土 地 を イ 
ヤシ ロ チ に 変え る 方 法 まで 具体 的 に 提示 し て いる 。 後述 する よう に 、 こ の イヤ シロ チ 
と いう 言葉 は 、 近年 に な っ て 船井 幸雄 5 が し ば し ば 使用 する よう に な っ た た め 、 比較 的 
広く 知ら れる よう に な っ て き て いる 。 そ の 船井 は 、 槽 崎 に つい て 次 の よう に 紹介 し て 
いる 6。 
楠 崎 さん は 明治 32 年 (1899 年 ) 生ま れ で 、 昭 和 49 年 (1974 年 ) に 75 歳 で 亡 

く な っ て いま す 。 こ の 人 は 一 種 の 天才 で す 。 (中 略 ) そ の 優れ た 開発 能力 を 認め られ 、 
産業 界 や 軍部 の 一 部 に 重用 され る よう に な っ て いく の で す 。 

例え ば 、 20 代 の と き に 特殊 絶縁 油 を 発明 し て 、 そ の 事業 化 に 成功 し て いま す 。 そ 

の 後に は 人 人 造 石油 を 発明 し 、 そ の 技術 は 軍 に 採用 され まし た 。 戦 時 中 は 軍 の 要請 で 
満州 に 派遣 され 、 陸 軍 製 鉄 所 長 兼 技術 研究 所 長 を 務め て いま す 。 満 州 を 占領 し た ソ 
連 軍 は 、 こ の 日 本 人 天才 科学 者 を 血眼 に な っ て 探し 回 り ま す 。 し か し 彼 は 昭和 20 
年 に 無事 に 日 本 に 帰っ て きま し た 。 (以下 略 ) 

その 後 の 構 崎 の 研究 が 極め て ユニ ー ク な の だ が 、 そ の 内 容 を 筒 潔 に 紹介 する こと は 
ほとん ど 不 可能 だ と いえ る 。 と いう の も 、 彼 が 取り 組ん で いた 課題 は 、 一 般 の 常識 で 
は 理解 で き な い も の だ っ た か ら で あ る 。 彼 の 研究 の 一 部 は 実際 に 具体 的 な 成果 を あげ 
た と され て いる 。 た だ し その 内 容 は 一 部 を 除い て ほとん ど 理 解 さ れ て お ら ず 、 彼 の 生 
み 出 し た 成果 は も ちろ ん の こと 、 彼 の 発想 全体 を 、 単 な る 誇大 論 想 だ と 考え る 人 も 少 
な く な い 。 と は いえ 、 本 稿 は 午 崎 の 研究 内 容 に つい て 吟味 する こと が 目的 で は な いし 、 
も と より 筆者 に は その よう な 能力 は な い の で 、 そ の 間 題 に は 立ち 入ら な いこ と に する 。 


「 


2 楠 崎 丘 月 に 関す る 資料 が 少な い 理 由 

槽 崎 は 一 部 の 人 々 か ら 「 天 才 的 な 科学 者 」 と まで 言わ れ て いる 。 と は いう も の の 、 
学界 か ら 評価 され て いる わけ で は な いし 7、 そ も そ も 彼 の 存在 自体 が ほとん ど 知 られ て 
いな いと いう 状況 に ある 。 加 えて 、 彼 に 関す る 資料 が 少な いと いう こと が 、 彼 に つい 


4 カタ カム ナ に つい て と 同様 、 そ の よう な 土地 の 存在 を 否定 する 人 も いる 。 

5 船井 に つい て は 本 稿 5. 2 を 参照 。 

6 [船井 2004 : 76-77]。 な お 本 稿 で は 引用 の 際 、 文 意 を 損なわ な い 範 囲 で 、 漢 数 字 を 
算 用 数 字 に 改め た り 改 行 を 無視 し た りす る こと が ある 。 

7 「 彼 ( 楠 崎 の こと ・…・ 寺 石 注 ) か ら 恩 恵 を うけ 、 又 、 彼 の 非凡 な 天才 に 触れ て 、 そ の 
偉大 さ に 感服 し た 者 は あっ て も 、 彼 を 堂々 と 支持 し 、 そ の 価値 を 正当 に 認め て 、 彼 を 
力 づけ た 智 識 人 は 、 殆 ど 無かっ た よう で ある 」( 人 [第 8 号 : 1271)。 


て の 研究 を 非常 に 困難 な も の に し て いる 。 

槽 崎 に 関す る 資料 が 少な い 理 由 に つい て は 、 さ ま ざ ま な 側面 か ら 考 える こと が で き 
る 。 こ こ で は 一 応 、 構 崎 本 人 の 性 格 (2. 1) と 、 彼 を 取り 巻く 状況 (2.2)、 そ し て 彼 
の 研究 内 容 (2.3) と いう 8 つの 面 に 分 け て 見 て みる こと に し た い 。 


2.1 楠 崎 本 人 の 性 格 

楠 崎 に 関す る 資料 が 少な いこ と は 既に 述べ た 通り だ が 、 中 で も 彼 の 人 物 (性 格 等 ) 
に 関す る 資料 は 殊 の ほか 少な い 。 こ こ で は 、 後 述 する 構 崎 研究 所 ウェ ブサ イト に 掲載 
され て いる 松原 喜一 の 述懐 3 を 主要 な 手掛かり と し て 、 槽 崎 の 性 格 に つい て 見 て いく こ 
と に し よう 9。 な お 松原 は 、 構 崎 の 指導 の も と で 研究 に 従事 し た 人 物 で ある 。 

まず 槽 崎 は 、 自 分 の 素 姓 を 語ら な い 人 だ っ た と い う 。 「 先 生 ( 構 崎 の こと ・…・: 寺 石 注 ) 
は 自分 の 素性 は 決し て 言わ な い 人 で し た が 、 僕 は 山口 県 の 吉田 松陰 の 松下 村塾 の 教え 
を 受け られ た 人 な の か な と 思っ た くら いで す 。 吉田 松陰 を その も の で し た よ 」 と 述べ て 
いる 。 

また 後述 する よう に 、 楠 崎 に は 研究 成果 の 一 端 を まとめ た 『 静 電 三 法 』 と いう 講座 
テキ スト が ある が 10、 彼 の 後継 者 と し て 指名 され た 宇野 多 美 刺 で すら 1、 その 存在 を 構 
崎 か ら 聞 いて いな か っ た と いう 。 そ れ ほ ど ま で に 自分 に つい て 語ら な か っ た 人 物 だ と 
いう こと に な ろう 。 また 松原 は 次 の よう な 言葉 を 記憶 し て いる と いう 。 「 僕 は 研究 家 な 
ん だ 。 研 究 家 と いう も の は 表 に 出る も の で は な い 。」 

研究 内 容 に つい て も 、 そ れ を 「 即 、 製 品 に し て 販売 し て 儲け る 」 と いっ た 発想 は 皆 
無 の 人 物 だ っ た らし い 。「 楠 崎 先 生 は (中略) 『 研 究 家 と し て 俺 が 考え て 作っ た 物 を 、 
民間 の 会 社 の 金儲け の た め に 使う と いう よう な も の の 考え 方 で は 駄目 だ ぞ 。』 と いわ れ 、 
また 、 そん な 考え は 絶対 に 許さ な か っ た 方 で し た 。」 呈 ど ん な 優れ た 技術 も 一 部 の 資本 
家 や 野心 家 に 奉仕 する 結果 と な っ て は 研究 家 の 喜 び は な い 。 自分 た ちの 開発 し た 技術 
で 、 一 般 の 人 々 が 幸福 の た め に 上 手 に 活用 し て 喜ん で も ら え る 。 これ が 僕ら 研究 者 の 
楽し み だ 。』 と 、 人 の 知ら な い 、 隠 れ た と ころ で 喜び 合っ て いる 。 そ ん な 姿 が 研究 


8 構 崎 研究 所 ウェ ブサ イト に つい て は 本 稿 5.5 を 参照 。 ま た 松原 喜一 に つい て は 本 稿 5. 
1 を 参照 。 

9 後述 する よう に 、『 相 似 象 学会 誌 相似 象 』 (本稿 3 を 参照 ) は 楠 崎 に 関す る 最も 豊 
富 な 資料 で ある 。 し か し 事実 上 の 筆者 と いえ る 宇野 多 美恵 が 槽 崎 を 「 上 崇め て いる 」 姿 
勢 が 強く 見 られ る こと か ら 、 構 崎 の 性 格 を 知る た め の 資 料 と し て は 、 こ こ に あげ た も 
の が より 相応 し いと いう 印象 を 筆者 は も っ て いる 。 

10 本 稿 4 を 参照 。 

1 宇野 多 美恵 に つい て は 本 稿 3 を 参照 この 件 に つい て は 特に 3. 3 を 参照 。 


家 ・ 構 崎 グ ルー プ の 姿 で あり 、 真 の 喜び と され て お られ まし た 。」 

この よう な 人 物 で あれ ば 、 当 然 の こと な が ら 、 自 ら の 研究 成果 が どの よう に 生か さ 
れる か に つい て は 、 大 き な 関 心 を も っ て いた で あろ う 。 特定 の 人 物 や グル ー プ の た め 
に 利用 され な いよ うに する た め 、 成 果 の 発表 等 に つい て も 特に 慎重 で あっ た も の と 思 
われ る 。 


2.2 楠 崎 を 取り 巻く 状況 
槽 崎 の 研究 が あま り に も 壮大 な も の で あり 、 同 時 に 実用 化 に 成功 すれ ば 慕 大 な メリ 
ッ ト が ある と 考え られ た こと か ら 、 大 変 な 制約 が 課せ られ た と いう 事情 も あっ た らし 
い 12。 そ の よう な 内 容 で あれ ば 、 国 家 も 民間 も 、 さ ら に は 外国 の 機関 も 関心 を も つの 
は 当然 の こと で あろ うし 、 彼 ら が 資金 な どの 面 で 援助 を 申し 出る 可能 性 は 高い 。 し か 
し 援助 を 受け る と な れ ば 、 確 か に 資金 的 に は 潤う で あろ う が 、 出 資 者 が 研究 に 口 を 挟 
むこ と を 拒 め な く な る 18。 
また 研究 内 容 の スケ ー ル が 壮大 で あっ た こと か ら 、 ス パイ や マス コミ な ど を 避け る 
必要 も あっ た と いう 。 そ の 結果 、 楠 崎 ら の グル ー プ は 表 に 出 ず に 活動 する こと を 決め 、 
それ を 実行 し た と され て いる 。 

また 次 の よう な 話 も ある 。 構 崎 の 第 一 の 部 下 で あり 、 海 軍 の 技術 研究 所 の 所 長 を 務 
め た 徳永 と いう 人 物 が いた 14。 彼 は 敗戦 後に ソ連 15 か ら 声 を か けら れ た が それ を 拒否 し 、 
その 結果 、 殺 され て し まっ た と いう 1@。 こ うし た 事件 が あっ て 以来 、 研 究 グ ルー プ の 
メン バー は いっ そう 用 心 深く 地下 に 潜り 、 研 究 内 容 と 自身 の 保全 を 自衛 せ ざ る を 得 な 
く な っ た 。 ちなみに 楠 崎 自身 も GHQ か ら 誘い が か か っ た が 、 バ カ を 装っ て 逃げ 切っ 
た と され る 17。 

地下 に 潜っ た 理由 は 他 に も あっ た 。 「 私 達 が 、 研究 途上 の 技術 を 金 に 換え る 方 法 は い 
くら で も あり な が ら 、 用 心 深 く 、 ひ た すら 研究 内 容 を 秘匿 し て 来 た の は 、 威 力 的 な 天 
然 の 利器 が 整備 され る まで 、 そ の 技術 を スト ッ ク す る 事 が 最も 必要 で あり 、 そ れ が 、 
私 達 の 軌道 修正 運動 の ポテ ン シ ャ ル を 高め る 所 以 で ある と 考え た か ら で あ る 」 と も い 


2 この 項 の 内 容 は [ 寺 石 2010] と 重複 する 。 

3 後 述 する よう に 、 少 な く と も 星 一 か ら は 援助 を 受け て いる と 見 られ る こと か ら 、 構 
崎 は すべ て の 援助 を 拒否 し て いた わけ で は な いも の と 考え られ る 。 

4 終戦 時 に 海軍 技術 研究 所 所 長 で あっ た 徳永 栄 だ と 思わ れる 。 

5 [第 8 号 : 105| に は 「 ロ シヤ 」 と ある が 、「 ン ソ連 」 に 改め た 。 

6 世間 的 に は 交通 事故 と し て 処理 され た と いう ([ 第 8 号 : 105))。 な お 、 こ の 件 に つ 


いう 18。 


2.3 村 崎 の 研究 内 容 

そもそも 彼 の 研究 内 容 が 一 般 の 常識 と は か け 離 れ た も の で あっ た た め 、 ほ と ん どの 
人 か ら 理 解 し て も ら え な いと いう 事情 も あっ た らし い 。 構 崎 の 研究 は 、 家 族 に すら ま 
っ た く 理 解 し て も ら え ず 、 家 で は 狂人 扱い され て いた と いう 19。 こ の よう な 事情 も あ 
っ て 、 内 容 の 公表 に は こと さら 慎重 で あっ た と 考え られ る 。 


3『 相 似 象 学 会 誌 』 と 相似 象 学 会 

これ まで 見 た きた よう な 事情 が 複雑 に か ら ま りあ っ て の こと で あろ う が 、 我 々 の 手 
元 に は 槽 崎 に 関す る 資料 は あま り 残 され て いな い 。 そ の よう な 状況 の 中 で 、 槽 崎 に つ 
いて の 、 あ る 程度 まとまっ た 、 ほ と ん ど 唯 一 の 資料 と も いえ る の が 『 相 似 象 学会 誌 相 
似 象 』 で ある 。 

以下 の 叙述 か ら 明 ら か に な る よう に 、 槽 崎 に つい て 調べ る 、 槽 崎 に つい て 語る と い 
う 場 合 、 好 な と 好ま ざる と に 関わ ら ず 、『 相 似 象 学会 誌 相似 象 』 が 最も 重要 な 、 中 心 
的 な 資料 に な ら ざ る を 得 な いと いう 現実 が ある 20。 従 っ て 『 相 似 象 学会 誌 相似 象 』 
の 資料 と し て の 性 格 に つい て は 、 特 に 詳細 に 検討 し て お く 必 要 が ある 。 具 体 的 に は 、 
槽 崎 と 『 相 似 象 学会 誌 相似 象 』】 と は どの よう な 関係 に ある の か (3. 2) 、 また 実際 に 
『 相 似 象 学会 誌 相似 象 』 を 執筆 し 、 そ れ を 編集 し て きた の は どの よう な 人 物 で あり 、 
槽 崎 は どの よう な 関係 に あっ た の か (3. 3) 等 々 で ある 。 

ここ で は まず 、 外 か ら 見 た 『 相 似 象 学会 誌 相似 象 』 の 概要 を 紹介 し (3. 1) 、 そ の 
後 で 上 記 の 件 に つい て 検討 する こと に する 。 


3. 1 『 相 似 象 学会 誌 相似 象 』 

『 相 似 象 学会 誌 相似 象 』 は 、 不 規則 な 面 、 風 変わ りな 面 を さま ざま な 意味 に お い 
て も つ 雑 誌 で あり 、「 学 会 誌 」 と いう 言葉 か ら 一 般 に イメ ー ジ され る も の と は 大 きく 暴 
な る 。 な お 、 内 容 に まで 言及 する と な る と 膨大 な 説明 が 必要 に な っ て し まう た め 、 こ 
こ で は で きる 限り 内 容 に は 踏み 込ま な いこ と に する 。 

この 雑誌 の 創刊 は 1970 年 10 月 で あり 、 最 後 の 号 と な る 第 16 号 の 発行 が 2004 年 
11 月 で ある か ら 、 単 純 に 考え れ ば 34 年 に わた っ て 発行 され 続け た 雑誌 と いう こと に 
な る 。 当初 は 1 年 に 2 冊 と いう ペー ス で 刊行 され て いる が 、 そ の 後 の 発行 は か な り 不 


18 [第 8 号 : 6|。 
19 [第 8 号 : 102, 103-104]。 
20 本 稿 自体 が 、 そ の 記述 の 多く を 『 相 似 象 学会 誌 相似 象 』 に 依存 し て いる 。 


規則 に な っ て お り 、 数 年 間 ま っ た く 発 行 さ れ て いな い 期 間 も あ る 。 

また 創刊 号 か ら 第 16 号 の 間 に 、 特 集 号 が 1 冊 、 別 民 が 9 冊 も 発行 され て いる 。( つ 
まり 合計 で 26 冊 発 行 さ れ て いる こと に な る 。) 特集 号 や 別冊 が 発行 され る こと 自体 は 
決し て 奇異 な こと で は な い が 、 通 し 番号 が つい て いる 雑誌 が 16 冊 し か な い 中 で 、 通 
し 番号 か ら 外 れ た 雑誌 が 10 冊 も ある と いう の は 、 あ まり 例 が な いと 言わ ざる を 得 な 
い 。 し か も 、 こ れ ら 特集 号 の 1 冊 と 別冊 の 9 冊 を あわ せ た 計 10 嘆 は 、 例 外 な く 第 10 
号 と 第 11 号 の 間 に 発行 され て いる 。 具体 的 に いえ ば 、 第 10 号 の 後に 第 10 号 の 別 1 
が 1 冊 発行 され 、 続 いて 特集 号 が 発行 され 、 さ ら に 第 11 号 の 別冊 と な る 8 冊 が 続き 、 
その 後 で 第 11 号 が 発行 され る と いう 順序 に な っ て いる 。 そ し て その 後 は 、 第 12 号 か 
ら 第 16 号 が 順次 発行 され て いる 。 こ の よう な 発行 の され 方 も 、 あ まり 例 が な いこ と 
だ 届 MY えよ う 。 

また 、 雑 誌 の サイ ズ や タイ トル が 途中 で 変更 され て いる 他 21、 厚 さ (ペー ジ 数 ) や 
価格 な ど に も 非常 に 大 き な 変 動 が 見 られ る 22。 


3.2 相似 象 学 会 と 楠 崎 持 月 
で は 、 こ の 雑誌 と 槽 崎 と は どの よう な 関係 に ある の だ ろう か 。 号 に よっ て 内 容 に か 
な り 大 き な 和 違い が 見 られ る が 、 基 本 的 に は 構 崎 に よる 研究 成果 23 の 紹介 、 普 及 と いっ 
た 目的 を も っ て いる よう に 読み 取る こと は 可能 で ある 。 
『 相 似 象 学会 誌 相似 象 』 で は 、 こ の 雑誌 は 楠 崎 に と っ て 特別 な 意味 を も つも の で 


5 


21 雑誌 の サイ ズ は 途中 で 変更 され て いる 。 第 8 号 以 前 は 小さ い サ イズ 、 第 9 号 以 降 は 
大 きい サイ ズ に な っ て いる 。 創刊 号 か ら 第 8 号 ま で の 小さ い サ イズ は 新書 の サイ ズ 、 
第 9 号 以降 の 大 きい サイ ズ は A5 版 (見 開き で A4 版 ) の サイ ズ で ある 。 

タイ トル も 途中 で 変更 され て いる 。 創 刊 号 か ら 第 9 号 ま で の 表紙 に は 「 相 似 象 学会 
誌 相似 象 」、 第 10 号 以降 の 表紙 に は 「 浴 象 物理 研究 相似 象 学会 誌 相似 象 」 と 記 
され て いる 。 た だ し 本 稿 で は 、 混 乱 を 避け る た め に 「 相 似 象 学会 誌 相似 象 」 に 統一 
大 
22 雑誌 の 厚 さ (ペー ジ 数 ) は 号 に よっ て 大 きく 異な る 。 新 書 サ イズ の 創刊 号 は 100 
en ログ 
に な っ て か ら は 200 て 800 ペー ジ ほ どの 号 が 多い も の の 、 唯 一 の 特集 号 は 500 ペー ジ 
を 越え て いる 

上 記 の よう な 事情 、 特 に ペー ジ 数 の 変動 に 伴っ て と いう こと で あろ う が 、 値 段 も ま 
ち ま ち で ある 。 創刊 号 は 500 円 だ だ が 、 そ れ 以 降 は 号 ご と に 値段 が 異な る 。 た だ し 第 11 
号 て 第 16 号 は 4000 円 で 固定 され て いる 。 な お 、 最 も 厚い 特集 号 は 4500 円 で ある 。 
23 その 土台 と な っ て いる の は カタ カム ナ 文 献 の 解読 で ある 。 


あっ た と され て お り 、 次 の よう な 注目 すべ き 記 述 が ある 。 楠 崎 は 「 相 似 象 学会 の 発足 
に あたり 、 3 講演 原稿 等 を 破棄 し 、 手 元 に 一 冊 の 著書 も 一 枚 の 原稿 
も 残さ な か っ た 。 弟子 た らち に も 、 SI 
て 、 今後 は 『 相 似 象 』 開 和 は 原稿 も 書か ず 、 講 演 も せ ず 、『 相 似 象 』 誌上 に の み 発 表 
する も の を 、 Wewokgrr 和 e+ うに BPR の EID の の 
っ て も 、 それ ら は 決し て 模 崎 の 意思 に よる も の で は な い 。 24」 これ が 事実 だ と すれ ば 
少な く と も 相似 象 学会 の 発足 以後 に に お いて は 、 構 崎 の 「 真 意 」 を 明らか に し よう と 思 
えば 、 こ の 雑誌 に 拠る し か な いと いう こと に な る 。 
ら に 次 の よう な 記述 も ある 。「 な は ほ 楠 崎 が 長年 月 に わた っ て 心血 を そそ い だ カ タカ 

ム ナ の 研究 は 、 今 後 、 唯 一 、 相 似 象 学会 詰 に よっ て 公表 する こと に な っ た 。 過去 、 断 
片 的 に 発表 され た も の は 一 応 ご 破 算 と する 。 又 、 相 似 象 学会 誌 以 外 に 、 も し 記載 され 
る も の が あっ て も 、 そ れ は 、 構 崎 の 意志 で は な い 事 を 、 こ の の 際 硝 言 し て お く 。 
これ ら は 、 こ の 雑誌 の 資料 価値 を 考え る 上 で 極め て 重要 な 記述 で ある こと は 疑い 得 
な い 。 た だ し 、 こ の よう な 内 容 を 記 し て いる 資料 が 、 当 の 『 相 似 象 学会 誌 相似 象 』 
以外 に は 見 出せ ず 、 第 三 者 の 資料 に 基づい て 確認 する こと は で き な い 。 と は いえ 、 模 
崎 に つい て の 資料 が そもそも 少な いた め 、「 こ の 雑誌 と 矛盾 する 記述 に 出会い 、 ど ちら 
が 正しい か と いう 判断 に 迷う 」 と いっ た こと 自体 が あま り 起こ ら な い 。 従っ て この 記 
述 は 、 現 実に は それ ほど 重要 な 意味 を 持た な いと いう こと も 、 こ こ で 確認 し て お く 必 
要 が あろ 2 う 。 

さて 、『 相 似 象 学会 誌 相似 象 』 と 楠 崎 と の 関係 を 理解 する 上 で 最も 重要 な 点 は 、 第 
7 号 発行 と 第 8 号 発 行 の 間 に 槽 崎 本 人 が 死亡 し て いる と いう こと で あろ う 26。 従 っ て 
第 8 号 以 降 に な る と 、 遺稿 の 掲載 と いう 形 で の 例外 が 一 部 に は ある も の の 、 基 本 的 に 
は 構 崎 に よる 執筆 は な いと 考え て よい 。 と は いえ 、 構 崎 の 生存 中 に 発行 され た 第 7 号 
まで を 見 て も 、 楠 崎 自 身 に ES ほとん ど 見 られ ず 、 大 半 は 「 構 崎 述 、 宇 
野 記 」 の 形 を と っ て いる 。 ここ に 登場 する 「 宇 野 」 と は 宇野 多 美 点 の こと で ある 。 
の の HO DP 
宇野 」 と な っ て お り 、 編 集 後記 の 執筆 も 「 宇 野 」 と ある 。 ま た 編集 者 ・ 発 行者 も 「 宇 
野 多 美恵 」 と な っ て いる 上 に 、 文章 中 で 語ら れ て いる 人 間 関 係 な どか ら 見 て も 、( 執 筆 
者 が 明記 され て いな いも の も 含め ) ほとん どの 文章 を 執筆 し た の が 宇野 で ある こと が 
容易 に 推測 され る 。 

これ まで 見 て きた よう に 、『 相 似 象 学会 誌 相似 象 』 は 外面 的 に 見 た だ け で も 不 規則 


24 [第 8 号 : 108|。 
25 [第 3 号 : 8 往 。 
26 第 8 号 は 楠 崎 の 追悼 号 と な っ て いる 。 


な 点 が 多い 雑誌 で や る が 、 外 部 の 者 に と っ て は 、 内 容 そ の も の に 一 貫 性 を 見 出し に く 
く 、 特 に 初期 の 号 ほ ど そ の 傾向 が 強い 。 と は いえ 、 その 内 容 に ある 程度 通じ て くる と 、 
構 崎 の 死去 に より 計画 が 変更 され た 部 分 が あっ た と は いえ 、 お お よそ の と ころ は 計画 
的 に 執筆 が な され て いる こと も 読み 取る こと が で きる 。 特に 第 11 号 ~ て 第 16 号 の 部 分 
は 、 か な り 計 画 的 に 準備 され た も の だ と 考え られ る 27。 

な お 、 こ の 雑誌 の 入手 方 法 だ が 、 現 在 は 東京 都 杉並 区 の ナ ワ ・ プ ラサ ー ド と いう 書 
店 28 で の み 取 り 扱 われ て いる 。 以 前 は 購入 に 際 し て アン ケー ト を 記入 する 必要 が あっ 
た も の の 29、 当 初 か ら 雑 誌 の 代金 (表現 は 一 定 し て お ら ず 、 講 読 費 ・ 講 読 会 費 ・ 会 誌 
代 な ど と 呼ば れる ) さえ 支払 えば 入手 で きる 仕組 み に は な っ て いる 80。 


3.3 相似 象 学会 と 宇野 多 美恵 

『 相 似 象 学会 誌 相似 象 』 の 第 7 号 発行 と 第 8 号 発行 の 間 で 、 構 崎 が 死亡 し て いる 
こと か ら も わか る よう に 、『 相 似 象 学会 誌 相似 象 』 の 発行 、 を し て その 発行 者 で ある 
相似 象 学会 の 誕生 は 、 い ずれ も 構 崎 の 晩年 の 出来 事 と いう こと に な る 。 

既に 述べ た よう に 、 槽 崎 は 人 生 の 後半 に お いて は 社会 の 表 舞 台 に 出る こと な く 、 長 
年 に わた っ て 地下 に 潜っ て 密か に 研究 活動 を 続け て いた と いう 31。 そ し て 余命 いく ば 
くも な いこ と を 予期 する よう に な る と 後継 者 探し を 始め 、 最 終 的 に 宇野 と いう 人 物 と 
出会い 、 彼 女 を 後継 者 に 指名 する 32。、 そ れ は 1969 年 の こと と され る 。 

『 相 似 象 学会 誌 相似 象 』 を 発行 し て きた 相似 象 学会 と は 、 も と も と は 槽 崎 の 研究 
成果 な ど を 学ぶ 婦人 た ちの グル ー プ で あり 、 そ の 中 心 人 物 が 宇野 で あめ っ た こと か ら 、 


27 第 11 号 一 第 16 号 で は カタ カム ブナ 文献 の 歌 が 解説 され て いる 。 取 り 上 げ ら れ て いる 
の は 、 第 11 号 で 1 て 10 首 、 第 12 号 で 11 て 20 首 、 第 18 号 で 21 て 30 首 、 第 14 号 で 
31…41 首 、 第 15 号 で 42 て 63 首 、 第 16 号 で 64 て 72 首 と な っ て いる 。 

28 東京 都 杉並 区 西 薫 南 3-15-3。 

29 ナ ワ ・ プ サー ド の ウェ ブサ イト に は 、「 な お 、 こ れ ま で は 、 宇 野 先 生 の ご 意向 も あ 
り 、 緑 ある 方 々 に 読ん で いた だ ける よう に と アン ケー ト 記 入 を し て 戴 い て お り ま し た 
が 、 先 生 亡き 後 、 を その アン ケー ト を 読ん で いた だ く 方 も な く な り 、 廃止 い た し ます 。 
し た が っ て 、 も う 少 し 自由 に お 買い 求め こなれ る か と 思い ます 」 と ある 。 

30 創刊 号 に 記さ れ た 利用 規約 か ら は 、 宇野 天然 会 の 会 員 と 講読 会 員 の 2 種 が あり 、 後 
者 に つい て は 「 会 誌 の 講読 会 員 は 女性 に 限ら な い (講読 費 を 納め る こと )」 と 記さ れ て 
いる 。 な お 後述 する よう に 、 宇 野天 然 会 の 当初 の 会 員 は 女性 に 限ら れ て いた 。 

3 と は いえ 後述 する よう に 、 技術 専修 員 養 成 講座 を 開く な ど し て いる の で 、 世 間 と の 
交渉 を 完全 に 断っ て いた と いう わけ で は な い 。 

32 この あたり の 経緯 に つい て は [第 8 号 ] を 参照 。 


当初 は 宇野 天然 会 と 称し て いた 。 こ の 宇野 天然 会 が 1970 年 に 『 相 似 象 学会 誌 相似 
象 』 を 創刊 し 、 第 3 号 発 行 に 際 し て 相似 象 学会 に 改称 し た と 見 られ る 33。 


4 槽 崎 自身 に よる 著書 
楠 崎 に 関す る 資料 は 少な いと 繰り 返し 述べ て きた が 、 実 は 構 崎 に は 『 静 電 三 法 』 と 
いう 著作 が 存在 する 。 そ の 一 方 で 、 第 8 号 を 見 る と 、 槽 崎 の 著作 等 で 公刊 され た も の 
は 生 技 術 専 修 員 養 成 講座 』(A5 版 260 頁 、300 円 、 昭 和 32 年 (1957 年 ) 8 月 15 日 
発行 ) ぐ で らい の も の で あろ う 」 と いう 記述 が ある 34。 『 静 電 三 法 』 の 他 に 、 構 崎 の 手 に 
な る 著作 が も う 1 つ あ る か の よう に 思え る の だ が 、 実 は 『 静 電 三 法 』 と 『 技 術 専修 員 
養成 講座 』 は 同一 の 著作 で ある 。 も と も と 『 静 電 三 法 』 の 方 が メイ ンタ イト ル で あり 、 
『 技 術 専修 員 養成 講座 』 は サブ タイ トル で あっ た と 考え られ る 85。 

ミキ た ん まい 工房 の ウェ ブサ イト の 「 槽 崎 持 月 プロ フィ ー ル 」 に は 、「 昭 和 32 年 
(1957) 『 技 術 専修 養成 講座 36』 全国 静 電 研 究 連合 会 を 発足 する ろ る 」 と ある 。 上 述 の 『 技 
術 専修 員 養 成 講座 』 は 「 昭 和 82 年 (1957 年 )」 の 発行 で ある か ら 、 時 期 が 一 致す る 37。 
「 技 術 専 修 員 養成 講座 」 と いう サブ タイ トル か らし て も 、『 静 電 三 法 』 は この 技術 専修 
員 養 成 講座 に お ける テキ スト だ と する の が 、 最 も 無理 の な い 理 解 だ と いえ る 。 
し か し 、 こ れ に つい て は 異説 も ある 。 楠 崎 は 戦後 、 星 一 88 が 作っ た 農業 技術 学校 の 教 


38 詳細 に つい て は [ 寺 石 2010] を 参照 。 
34 | 第 8 号 : 66-68|。「 ぐ らい の も の で あろ う 」 と いう の は 、 い か に も あい まい な 表現 
で ある が 、 構 崎 の 後継 者 と され る 宇野 で すら 、 は っ きり し た 情報 を つか ん で いな いこ 
と が うか が われ る 。 

35 現在 入手 可能 な (2006 年 に 復 序 され た )『 静 電 三 法 』 に 、「 技 術 専修 員 養成 講座 」 

の 文字 は な い 。 し か し 後述 する 構 崎 研究 所 の ウェ ブサ イト に は 、 原 本 の 写真 が 掲載 さ 
れ て お り 、 表 紙 に 「 静 電 三 法 技術 専修 員 杖 成 講座 」 と 記さ れ て いる 文字 が 読み 取れ 
る 。 用 途 を 示す 「 技 術 専修 員 養 成 講座 」 は サブ プ ブタ イ トル で あり 、 メ イン タイ トル が 表 

電 三 法 」 で ある こと は 明らか で ある 。 な お 、 最 初 の 復刻 は 1991 年 で 、 電 子 物性 総合 
研究 所 か ら 発 行 さ れ て いる 

36 お そら く 「 技 術 専修 員 養 成 講座 」 (下線 は 寺 石 ) で あろ 2 う 。 

37 『 静 電 三 法 』 の 発行 を 翌 RIN [ 槽 崎 2006] 巻 末 の 「 著 者 略歴 」 
に は 、「1958 年 『 藤 電 三 法 』 発刊 。 静 電 研 究 会 、 化 成 主義 文化 の 活動 を 本 格 化す る 」 
の の あ 。 また 、 ミ 守 た ん まい 戻 光 ュ ンジ ザ サイ の 「 槽 崎 持 月 氏 の プロ フィ ー ル 」 に も 、 
「 昭 和 33 年 (1958) 『 静 電 三 法 技術 専修 員 用 テキ スト 』 (植物 濾 農 法 、 物質 変成 法 、 

人 体 波 健康 法 ) 発行 」 と ある 。 
38 1878-1951。 星 製薬 の 創設 者 で 、 星 薬科 大 学 の 創立 者 で ある と と も に 、 衆 議院 議員 


師 を 務め と され て お り 、 受 講 生 に は 全国 の 知事 推薦 の 青年 が 集め られ た と いう 39。 第 8 
号 で は 、 上 述 の 『 技 術 専修 員 養成 講座 』 に つい て 、「 全 国 か ら 知 事 推薦 の 青年 を 集め て 
教習 し た 際 の 、 教 科 書 と し て 編 ま れ た も の で あり 」 と し て お り 、 星 が 設立 し た 農業 学 
校 で の 教科 書 だ と いう 理解 を 示し て いる 40。 こ れ は 宇野 に よる 誤解 で あや ろう か 4。 
楠 崎 自 身 の 手 に よる 『 藤 電 三 法 』 と 、 構 崎 自 身 に よる 執筆 が 皆無 に 近い 『 相 似 象 学 
会 誌 相似 象 』 と で は 、 資 料 と し て の 性 格 は 自ずと 異な る 。 特 に 『 藤 電 三 法 』 は 、 構 
崎 自身 の 手 に な る 現存 する 唯一 の 著書 だ と 推測 され 、 彼 の 研究 内 容 (の 一 端 ) を 知る 
た め に 極め て 重要 な 資料 で ある こと は 疑い えな い 。 た だ し 内 容 的 に は 、『 相 似 象 学会 誌 
相似 象 』 で 紹介 され て いる も の と ほとん ど 同 一 で ある 。 し か も 『 相 似 象 学会 誌 相似 
象 』 の 方 が より 広い 範囲 の 内 容 を 取り 上 げ て お り 、『 静 電 三 法 』 が 研究 以外 の 情報 を 含 
ん で いな い の に 対し 、『 相 似 象 学 会 誌 相似 象 』 に は 、 構 崎 の 生涯 な ど 研 究 以外 の 情報 
も 少な か ら ず 含ん で いる 。 

先 に 見 た よう に 、 こ の 『 静 電 三 法 』 は 「 公 刊 」 さ れ た と ある が 、 そ の 存在 は 、 構 崎 
の 後継 者 と され る 宇野 で すら 当初 は 知ら な か っ た と いう 。 こ の 点 に つい て は 、 第 8 号 
に 次 の よう に 記さ れ て いる 。「 実 は 私 共 は 、 相似 象 学会 誌 発行 に 際 し 、 師 に 、 こ の よう 
な 著作 の あっ た 事 を 全く 知ら され な か っ た 。 会 誌 第 7 号 を 出す に 及 ん で 、 か つて その 
養成 学校 で 師 の 薫陶 を 受け られ た 竹沢 高 美 氏 か ら 、 師 自身 の 当時 の 書き 込み の ある ま 
ま の 一 書 を 、 そ の 講座 に 続い て 発行 され た 機関 誌 数 冊 と 共に 寄贈 され て 、 は じ め て 知 
っ た の で ある 。 2」 


と 参議 院 議員 の 双方 を 経験 し た 人 物 。 野 口 英世 の パト ロン で も あっ た と いう 。 な お 、 
小説 家 の 星 新 一 (本 名 : 親 一 ) は 彼 の 息子 。 

39 [第 7 号 : 114-115]。 

40 仮に 、 技術 専修 員 義 成 講座 な る も の が 、 星 が 設立 し た 農業 技術 学校 で 行わ れ て いた 
の で あれ ば 、 両 者 は 同じ こと を 言っ て いる こと に な る 。 し か し 星 は 1951 年 に 死亡 し 
て いる の で 、 星 が 生 存 中 に 構 崎 を 教師 と し て 招い て いる と すれ ば 、 1951 年 以前 の こと 
と し な けれ ば な ら な しい 。 従っ て 、 1957 年 か ら 始ま っ た と され る 技術 専修 員 養 成 講座 と 
同一 と いう こと は 考 を に くい 。 

41 『 静 電 三 法 』 は も と も と 分 民 だ っ た と 考え られ て いる (本 稿 5. 5 参照 )。 従 っ て 一 
気 に 作 成 さ れ た も の で は な い 可 能 性 が 高く 、 ま た それ ぞ れ が 何 度 も 作り 直さ れ て いる 
可能 性 も 否定 で き な い 。 農 業 技術 学校 で 使用 し た 教科 書 に 手 を 加え た も の を 、 後 の 技 
術 専 修 員 養成 講座 で 使用 し 、 そ れ が 『 静 電 三 法 』 と いう 形 に まとめ られ た と いう 解釈 
も 可能 で は ある 。 

42 [第 8 号 : 66。 こ こ で の 「 義 成 学校 」( 下 線 は 寺 石 ) と いう 表現 は 、 星 が 設立 し た 
農業 技術 学校 を 推測 させ る 。 し か し その 直後 に 「 そ の 講座 」( 下 線 は 寺 石 ) と 述べ て い 


5 その 他 の 情報 源 

以下 で は 、 こ れ ま で に 見 て きた 『 相 似 象 学会 誌 相似 象 』 お よび 『 区 電 三 法 』 以外 
の 資料 を 取り 上 げ 、 そ の 人 性格 等 に つい て 検討 し て お く こ と に し よう 。 な お 、 こ こま で 
は 書籍 ・ 雑 誌 を 取り 上 げ て きた が 、 以 下 で は ウェ ブサ イト に つい て も 見 て お く こ と に 
する 。 楠 崎 に 言及 する ウェ ブサ イト は 少な か ら ず 存在 する が 、 そ の 大 半 の も の が 『 相 
似 象 学会 誌 相似 象 』 に 基づい た 内 容 を 掲載 し て いる 。 独 自 の 情報 を 示し て いる の は 、 
後述 する 構 崎 研究 所 の ウェ ブサ イト と ミキ た ん まい 工房 の ウェ ブサ イト 33 くら い の も 
の で は な いか と 思わ れる 44。 な お 、 取 り 上 げ る 順序 は 説明 の 都合 を 考慮 し て の こと で 
あり 、 資 料 と し て の 価値 と は 一 切 関係 が な い 。 


5. 1 松原 喜一 の 著書 
横 崎 に 関す る 情報 が 少な いこ と は 繰り 返し 述べ て きた が 、『 相 似 象 学会 誌 相似 象 』 
の 事実 上 の 著者 と いえ る 宇野 で すら 、 槽 崎 と 面識 を 得 た の は 、 彼 の 死 の 4 年 ほど 前 で 
し か な い 。 し か し 松原 喜一 は 、 少 な く と も 構 崎 の 死 の 20 年 ほど 前 に は 面識 を 得 て お 
り 、 し か も 槽 崎 の 指導 の も と で 実際 に 研究 に 従事 し て いた と いう 5。 そ の こと か ら す 
れ ば 、 本 稿 で 取り 上 げ る 人 々 の 中 で は 最も 構 崎 に 近い 人 物 で あり 、 構 崎 を よく 知る 人 
物 で ある こと は 疑い 得 な い 。 

松原 の 名 前 は 『 相 似 象 学会 誌 相似 象 』 の 中 に も 、 た と えば 次 の よう な 形 で 挙がっ 
て いる 46@。「 こ の 頃 の 師 の 姿 を 私 共 (宇野 た ちの こと ・‥・: 寺 石 注 ) は 知ら な い が 、 一 部 
始終 を 知る 松原 喜一 氏 は 、 後に こう 語っ て いる 」。 こ の 文章 を 記し た 宇野 が 、 自分 以上 
に 槽 崎 を 知る 人 物 と し て 、 松原 の 名 を 挙げ て いる こと は 明らか で ある 。 また [第 8 号 : 
290-809] に 収録 され た 、「 植 物 波 農法 補遺 」 と いう 構 崎 の 研究 成果 を 記し た 文章 の 未 


る こと か ら す る と 、 や は り 技 術 専修 上 員 杖 成 講座 の こと で あろ うか 。 

48 正式 に は 「 有 限 会 社 ミキ た ん まい 工房 」。 

44 も ちろ ん すべ て の サイ ト を 確認 し た わけ で は な い の で 、「 筆 者 が 知る 限り で 」 とい 
う 限 定 付 き で ある 。 
5 楠 崎 研究 所 ウェ ブサ イト 「 実 践 者 の 声 第 1 回 構 崎 時 月 氏 の 直弟子 ・ 松 原 喜一 さ 
ん を 訪ね て 」 の 記述 に よる 。 松原 は 「 私 が 構 崎 皇 月 先生 に 初め て お 会 いし た の は 、 昭 
和 28 年 の 秋 頃 だ っ た と 思い ます 」 「 そ の 後 、3 年 後 頃 か ら 私 は 化成 協会 事務 所 に 出入 
りす る よう に な り ま し た 」 と 語っ て いる か ら 、 構 崎 と の 出会い が 1958 (昭和 28) 年 
ご ろ 、 槽 崎 の 指導 の も と で 研究 を 始め た の が 1956 年 ご ころ と み ら れ る 。 な お 、 構 崎 は 
1974 年 に 死亡 し て いる 。 

46 [第 8 号 : 138|。 


尾 に も 、「 文 責 宇野 」 に 続い て 「 松 原 喜一 氏 の 助言 に よる 」 と 記さ れ て いる 。 

松原 に は 『 摂 動 ?7』 と 『 植 物 波 4】』 と いう 2 つの 著書 が ある 。 こ の うち 『 反 動 』 に 
は 、「 本 誌 『 摂 動 』 及び 、『 植 物 波 』 学 を 参考 に し て 、 常 識 を 新た に し て 頂き た いと 思 
いま す 」 と いう 言葉 が あり 49、 こ の 両 書 を セッ ト に し て 提 え て いる こと が うか が える 。 
そし て も う 1 つの 『 植 物 波 』 の 巻末 に 、「 相 似 象 学 第 1 巻 『 摂 動 』」「 相 似 象 学 第 2 巻 
『 植 物 波 』」 と いう 記載 が ある こと か ら 50、 い ずれ の 表紙 に も 「 相 似 象 学 」 と いう 名 称 
は 記さ れ て いな いも の の 、 松 原 が 「 相 似 象 学 」 と いう シリ ー ズ を 意図 し て いた こと が 
理解 され る 。 

両 書 と も 、 内 容 の ほとん ど は 『 相 似 象 学会 誌 相似 象 』 や 『 静 電 三 法 』 の 範囲 を 大 
きく 出る も の で は な い 。 そ の こと は 、 松 原 自身 に よる 「 私 は 、 い ま 科 学 に つい て の 論 
文 を 書く つも り は あり ませ ん 。 こ こ に 見 る 草案 は 、 恩 師 導 構 崎 時 月 先生 より 教わっ た 、 
非常 に 興味 ある 成果 の 技術 の 数 々 と 、 実 践 を 正しく 、 私 の 研修 体験 を 通じ て 知ら せよ 
うと いう 、 控 え 目 な 目的 し か 持っ て お り ま せん 1」 と いう 言葉 か ら も 確認 で きる 。 著 
者 の 「 研 修 体験 」 と それ に よる 成果 が 含ま れ て は いる も の の 、 基 本 的 に は 構 崎 に よる 
研究 成果 を 紹介 する 内 容 と な っ て いる 。 

と は いえ 、 そこ に は 『 静 電 三 法 』 に は 述べ られ て いな い 内 容 も 見 られ る し 、 ま た 『 相 
似 象 学会 誌 相似 象 』 の 内 容 と 一 致す る こと で 、 そ れ が 楠 崎 の 研究 成果 で ある こと を 
確認 させ る よう な 部 分 も 含ま れ て いる 。 ま た 分 量 と し て は わずか で は ある が 、 構 崎 の 
人 と な り が 語ら れ て いた り 、 構 崎 の 写真 が 掲載 され て いた りす る 部 分 に つい て は 、 他 
の 資料 に は 見 られ な い 独 自 の も の が 含ま れ て いる 52。 


5.2 船井 幸雄 の 著書 

船井 幸雄 は 現代 社会 に 大 き な 影 響 カ を も つ 人 物 で あり 、 そ の 名 を 知る 人 は 少な く な 
いと 思わ れる 53。 彼 は 、 経 営 コ ン サ ル タ ン ト を 一 応 の 本 業 と し な が ら も 、 ビ ジネス の 
分 野 に は 限定 され な い 多 様 な 情報 を 社会 に 向け て 発信 し 、 さ ま ざ ま な ブー ム の 火付け 


47 [松原 1981]。 

48 [松原 1981al。 

49 [松原 1981 : 5]。 

50 [松原 1981a : 奥付 ]。 

st [松原 1981 : 6]。 

52 槽 崎 の 写真 は 晩年 の 特定 の 写真 の み 目 に する こと が 多い の だ が 、 松原 の 著作 に は そ 
れ と は 別 の 、 よ り 若 い 時 点 で の 楠 崎 の 写真 が 掲載 され て お り 、 そ の 写真 か ら 受 ける 印 
象 は 大 きく 異な る 。 

58 船井 と 彼 の 「 人 間 学 」 に つい て は 、[ 圭 石 2007] を 参照 。 


役 と も な っ て いる 。 既に 述べ た よう に 、 船井 は 最近 、「 イ ヤシ ロ チ 」 に 関す る 情報 を 積 
IE そし て その よう な 発言 の 中 で 、 イ ヤシ ロ チ に つい て の 情報 を 初 
め て 世に 出し た 構 崎 に つい て し ば し ば 言及 し て お り 54、 構 崎 の こと を 「 天 才 的 な 科学 
者 」 と 称え て いる 。 最 近 に な っ て 楠 崎 の 名 前 を 知っ た 人 が いる と すれ ば 、 そ の 多く が 
船井 の 情報 か 、 そ こ か ら の 間接 的 な 情報 に よる も の で は な いか と 推測 され る 。 

船井 に よれ ば 、 彼 が イヤ シロ チ と いう 言葉 を 知っ た の は 1960 年 ご ろ の こ 0 
と いう 55。 船井 の イヤ シロ チ 論 が 彼 の オリ ジ ナ ル で は な く 、 も と も と は 構 崎 の 理論 
ら 学 ん だ も の で ある こと は 、 船 井 自身 が は っ きり と 認め て いる 。 0 
時 HU 

は いえ 船井 の 記す 内 容 か ら す れ ば 、 彼 は 構 崎 を 直接 に は 知ら な いら し い 。 楠 崎 に 

OO か な り の 部 分 で 後述 する 深野 一 幸 の 著書 86 を 引用 し な が ら 説 明 し て 
お り 、 深 野 の 情報 に 依存 し て いる こと を 船井 自身 が 明言 し て いる 。 従っ て 、 船 井 の 著 
書か ら 楠 崎 に 関す る 独自 の 情報 を 得る こと は ほとん ど 期 待 で き な い 。 
また 船井 が 多く の 点 で 独自 の 見 解 を 展開 し て いる こと に は 、 特 に 注意 が 必要 で ある 。 
船井 の イヤ シロ チ 論 に は 、 構 崎 の イヤ シロ チ 論 を 敷 術 し た も の と は 言い 難い 部 分 が 少 
な か ら ず 存在 する 。 独 自 の 見 解 自体 は 少な く な い が 、 そ れ は 構 崎 と は 直接 に は つなが 
ら な い 、 船 井 の オ リ ジ ナ ル で ある 可能 性 が 高い 。 


5.3 深野 一 幸 の 著書 
槽 崎 に 関す る 最も 重要 な 資料 と いえ る 『 相 似 象 学会 誌 相似 象 』 は 、 基 本 的 に は 会 
員 制 と いう 形 で 配布 され て いた し 、 何 より も その 内 容 が 極め て 難解 で や っ た た め 、 そ 
れ ほ ど 広 まっ て いな か っ た らし し い 。。 近年 に な り 、 船井 の 影響 力 に よっ て 「 イ ヤシ ロ チ 」 
「 カ タカ ム ナ 」 と いっ た 言葉 が 広まっ た よう だ が 、 そ れ 以 前 に カタ カム ナ 構 崎 の 名 
前 を 広め た の は 、 深 野 一 幸 の 著書 『 直 科学 書 「 カ タカ ム ナ 」 の 謎 57』 で あっ た と 考え 
られ る 58。 そ も そ も カ タカ ナム 文献 に つい て の 著書 自体 が 非常 に 少な いと いう 事情 も 


54 船井 の イヤ シロ チ 論 に つい て は [ 寺 石 2008l[ 寺 石 2009] を 参照 。 

55 1950 年 代 後半 に 技術 専修 員 養成 講座 な ど が 開か れ て お り 、 そ の 数 年 後 と いう こと 
に な る る か ら 、 時 期 と し て は 極め て 自然 で ある 。 

56 [深野 1998]。 本 稿 5. 3 を 参照 。 

57 [深野 1998]。 

58 深野 自身 が 世に 受け 容れ られ に くい テー マ に つい て 研究 し て いた と いう 記 旦 ( 
構 崎 と 似 た 人 物 だ と 言え な いこ と も な い 。 参考 まで 、 彼 の 著書 の 一 部 を あげ て お こ 

二 有 の の の け ら の の い ご つ の PP 
『 文 明 大 転換 一 「 物 質 科 学 と 貨幣 経済 」 の 間違っ た 社会 は まもなく 崩壊 』『 波 動 の 最前 


あり 、 深 野 の この 書 は 、 カ タカ ム ナ 文献 に 関心 が ある 人 が 必ず 手 に する も の だ っ た と 
いっ て も 差し 支え な い 。 

深野 は この 中 で 、 構 崎 お よび 彼 が 解読 し た カタ カム ブナ 文献 の 内 容 に つい て 紹介 し て 
いる 。 そ の 説明 の 仕方 は 全体 と し て 、『 相 似 象 学会 誌 相似 象 』 よ り も 格段 に わか りや 
すく な っ て いる と いえ る が 、 そ の 情報 の 大 半 は 、 深 野 自身 が 注 や や 参考 文献 と し て 示し 
て いる 通り 『 相 似 象 学会 誌 相似 象 』 に よっ て いる 。 

深野 は 、 構 崎 の 娘 で ある 石田 (旧姓 ・ 槽 崎 ) 博子 に 会 い 、 話 を 聞い て いる 59。 し か 
し 槽 崎 に 会 っ た と いう 記述 は な く 、 面 識 は な いも の と 考え られ る 。 こ の よう な こと か 
ら も 、 ま た 深野 の 著書 の 内 容 か らし て も 、 こ れ を 独自 の 情報 源 と 考え る こと は で き な 
い 。 

また 、 本 書 が 出版 され た の は 『 相 似 象 学会 誌 相似 象 』 の 刊行 が 継続 され て いる 時 
点 で あり 、『 相 似 象 学会 誌 相似 象 』 に 掲載 され た 成果 の 全体 が 反映 され て いる わけ で 
は な いこ と に も 注意 が 必要 で ある 。 こ の 深野 の 著書 は 、 初 版 が 1998 年 に 発行 され て 
いる が 、 こ の 時 点 で 『 相 似 象 学 会 誌 相似 象 』 の 通し 番号 の つい た 号 は 第 10 号 ま で 
発行 され て いた 。 従っ て 深野 の 著書 が 参照 し 、 ま た 引用 し て いる も の は 、 すべ て 第 10 
号 ま で の 内 容 と な っ て いる 。 


5.4 井戸 勝二 の 著書 
槽 崎 の 著作 『 静 電 三 法 』 は 1991 年 に 電子 物性 総合 研究 所 か ら 復 刻 ・ 発 刊 さ れ て い 
る が 、 この 研究 所 を 興し て 『 静 電 三 法 』 を 復刻 し た 人 物 こ そ が 、 この 井戸 勝 言 で ある 。 
回 前 述 し た 船井 に 「 構 崎 理論 の 正 し さ を 体感 させ た 」 と され る 人 物 で も ある 60。 『 静 
三 法 』 復刻 の 経緯 に つい て 、 楠 崎 の 娘 で ある 石田 (旧姓 ・ 構 崎 ) 博子 に よっ て 、「…‥ 
5 の 電 て B02 所 会 長 の 井戸 様 、 専 務 で いら し た 河辺 様 共々 押 宅 に お 越し 
くだ され 、『 是非 "区 電 三 法 ?/ と し て この テキ スト を 本 に まとめ て お きた い 』 と いう お 話 


線 一 新しい 科学 の 夜明け 』『 全 容 解 明 宇 宙 と 人 間 の 謎 一 人 類 に 危機 が 迫っ て いる ! 』 
『「 宇 宙 人 と 地球 人 」 の 超 真相 ! 一 地球 に 危機 が 迫っ て いる ! 』 等 で ある 。 

59 [深野 1993 : 242-243]。 

60 「 私 (船井 の こと ・・・ 寺 石 注 ) の 直感 で は 、 こ れ か ら は 『 場 』 を よく する な どの 根 
源 的 な 科学 と 技術 の 時 代 だ と 思う 。 そ れ ら は 、 槽 崎 皇 月 さん に よっ て 世の中 に 紹介 さ 
れ た 。 私 自身 、 こ こ 二 十 年 、 も っ と も 興味 を も っ て 研究 し て きた の は 構 崎 さ ん の 
子 』 で あり 『 静 電 三 法 』 で あり 『 イ ヤシ ロ チ と ケ カ レ チ 』 で ある 。 『 カ タカ ム ナ 』 に 
興味 を も っ た 。 し か し 現象 と し て 構 崎 理論 の 正しい こと を 体感 さす せ て くれ た の 香寺 
勝 富 さん だ っ た の で ある 」([ 井 戸 1998 : 21。 た だ し 文章 は 船井 に よる )。 


を いた だ きま し た 」 と 述べ られ て いる @1。 

井戸 の 著書 『 実 証 こ そ わ が 人 生 62』 に は 、 彼 が 槽 崎 の 理論 の 正 し さ に 確信 を も っ て 
か ら 、 そ れ を 実証 し 、 さ ら に 研究 を 先 に 進め よう と し て 、 大 変 な 苦労 を 重ね て きた こ 
と が 記さ れ 、 そ の 成果 は 何 若 か の 著書 に も 記さ れ て いる 93。 井戸 は それ ほど まで に 楠 
崎 の 理論 の 正 し さ に 確信 を も っ て いた と 見 られ 、 彼 の 著書 に は 頻繁 に 構 崎 に 関す る 記 
述 が 登場 する 。 

井戸 が 槽 崎 の 理論 に 出会っ た の は 1971 年 の こと だ と いう 。 構 崎 が 死亡 する の は 
1974 年 で や る か ら 、 まだ 存命 中 で は あっ た 。 し か し 井戸 の 著書 を 読む 限り 、 構 崎 8 
っ た と か 話し た と いっ た 記述 は 存在 しない 。 た だ し 井戸 の 著書 に は 、 他 の 資料 か ら 
得 ら れ な い 独 自 の 情報 も わずか で は ある が 存在 する @4。 
楠 崎 の 理論 と 出会っ た 1971 年 ご ろ 、 井 戸 は モラ ロジ ー 研 究 所 で 活動 し て いた が 、 
その 開発 部 長 で あっ た 伊藤 忠 也 と いう 人 物 か ら 、 構 崎 の 理論 の 存在 を 教え られ る 。 そ 
し て その 時 か ら 、 槽 崎 の 理論 を 生か し た 電子 水 や 農業 と いっ た 分 野 へ の チャ レン ジ を 
始め 、 や が て 自ら が 開発 し た 電子 水 の 飲用 に よっ て 健康 を 取り 戻す な ど 、 自 ら の 身体 
で その 正 し さ を 実感 する よう に な る 。 

こう し て 井戸 は 楠 崎 理 論 の 価値 を 確信 し 、 や が て 『 静 電 三 法 』 を 復刻 する に 至る 65。 
『 静 電 三 法 』 に つい て は 、 「 三 千 部 印刷 され た そう で す が 、 出版 社 か ら 正 式 に 出版 され 
た 本 で は あり ませ ん で し た か ら 、 散 逸し て し まっ て 、 長 い 間 、 ど この だ れ が 持っ て い 
る の か 所 在 が わか り ま せん で し た 66」 呈 静 電 三 法 』 は テキ スト と し て 配布 され た も の 
で すか ら 、『 藤 電 三 法 技術 専修 員 用 テキ スト 』 と し て 一 冊 の 本 に な る まで は 、 全体 が ひ 
と まとめ に され て いな か っ た 形跡 が あり ます 。 お そら く 何 分 冊 か に 分 け て 配布 され た 


1 『 欧 電 三 法 』 の 「 発 刊 に あたっ て 」([ 槽 崎 2006 : 1 -])。 

62 [井戸 1998]。 

68 [井戸 1993]、[ 井 戸 1994]、[ 井 戸 1995]、[ 井 戸 1998] な ど 。 

64 後述 する 『 静 電 三 法 』 に 関す る 情報 な ど は その 一 部 で ある 。 

65 『 静 電 三 法 』 の 本 と の 出会い に つい て は 、 次 の よう に 述べ られ て いる 。「 あ る 日 、 

私 が 留守 を し て いた 間 に だ れ か が き て 、『 こ の 本 が あれ ば 、 何 か の と き に 役に立つ か も 

し れ な い 』 と いい 残し て 、 置 いて 行っ た と いう の で す 。 留守 中 に そん な こと が あっ た 
と は 知ら ず 事 務 所 に 戻っ た 私 は 、 机 の 上 に 何気なく 置か れ て いる 本 を 見 て 、 腰 を 抜か 
す ほ ど 和 驚き まし た 。 目 の 前 に は まぎれ も な い 『 静 電 三 法 技術 専修 員 用 テキ スト 』 と い 

う 題 が あり まし た 。 (中 略 ) 分 冊 の 形 で 読ん だ 『 植 物 波 農法 』 も あり ます 。『 人 体 波 健 

康 法 』 も あり ます 。 伊藤 先生 か ら 聞 いた だ け の 『 物 性 変性 法 』 も 確か に 収録 され て い 

ます 」 (| 井戸 1998 : 59]) 。 

ee [井戸 1998 : 56]。 


の で し ょ う 。 一 部 分 は 伊藤 先生 (伊藤 忠 也 の こと ・・・: 寺 石 注 ) か ら 見 せら れ ま し た か 
ら 、 あ る 程度 流布 し て いた の で し ょ う が 、 本 全体 は 見 た こと が あり ませ ん で し た 」 と 
ある 67。 


5.5 村 崎 研究 所 の ウェ ブサ イト 

「 横 崎 研究 所 」 と いう 名 称 自体 が 注目 され る が 、 こ れ は 構 崎 に 「 関 する 」 研 究 を す 
る 所 と 見 られ 、 槽 崎 が 「 直 接 関わ っ た 」( 例 えば 設立 し た 、 所 長 を 務め た 等 の ) 研究 所 
と いう 意味 で は な いこ と を 、 始 め に 明記 し て お く 。 
槽 崎 が 直接 関わ っ て いな いと すれ ば 、 ど の よう な 組織 が 運営 し て いる の か が 気 に な 
る と ころ で ある が 、 こ の 研究 所 は シー エム シー 技術 開発 株 式 会 社 に 所 属す る 組織 で あ 
る こと が 、 種 々 の 点 か ら 確認 で きる 。 こ の シー エム シー 技術 開発 株 式 会 社 は 、 構 崎 の 
『 静 電 三 法 』 の 二 度 目 の 復 刻 を 行っ て お り 68、 住 所 や メー ル ア ド レス な どか ら も 、 両 
者 の 関係 を 確認 する こと が で きる 69。 
横 崎 研究 所 の ウェ ブサ イト の トッ プペ ー ジ を 見 る と 、 ま ず 「 楠 崎 持 月 の 『 静 電 三 法 』 


67 [井戸 1998 : 58|。 こ れ ら は 井戸 の 著書 か ら の み 得 られ る 情報 で あり 、 他 の 資料 に は 
見 られ な い 。 

68 シー エム シー 技術 開発 株 式 会 社 の ウェ ブサ イト に よれ ば 、 代表 取締 役 は 河間 憲次 と 
な っ て いる 0853 法 』 の 「 発 刊 に あたっ て 」([ 槽 崎 2006 : 1 
罰 ]) に は … 当 時 の 電子 物性 総合 研究 所 会 長 の 井戸 様 、 専 務 で いら し た 河辺 様 共々 
抽 宅 ( に お 越し くだ され 、 『 着 非 " 入 電 三 法 " と し て この テキ スト を 本 に まとめ て お きた 
い 』 と いう お 話 を いた だ きま し た 」 と ある 。 こ こ に 登場 する 「 井 戸 様 」 が 最初 の 復刻 
を 行い 、 ま た 本 稿 5. 4 で 取り 上 げた 井戸 勝 富 で あり 、「 河 辺 様 」 が 二 度 目 の 復刻 を 行っ 
た 、 シ ー エ ムシ ー 技 術 開発 株 式 会 社 の 代表 取締 役 ・ 河 邊 憲次 で ある と 考え られ る 。 な 
お 、 上 記 の 「 発 刊 に あたっ て 」 は 槽 崎 の 娘 ・ 石 田 (旧姓 ・ 槽 崎 ) 博子 に よる も の で あ 
6 

69 楠 崎 研究 所 の 住所 は 「 岐 阜 県 各務 原市 テク ノ プ ラ ザ 1-1-206」、 シ ー エ ムシ ー 技 術 開 
発 株 式 会 社 の 住所 は 「 岐 阜 県 各務 原市 テク ノ プ ラ ザ 1-1」 と な っ て いる 。 ま た 前 者 の 電 
メー ル は 、 シ ー エ ムシ ー 技 術 開 発 株 式 会 社内 の アド レス に な っ て いる 。 

楠 崎 研究 所 の ウェ ブサ イト に は 『 静 電 三 法 』 の ペー ジ が あり 、 購 読 方 法 の みな ら ず 、 
ある 種 の 特典 の つく 購読 会 員 と いっ た も の が 設定 され て いる 。 一 方 、 シ ー エ ムシ ー 技 
術 開発 株 式 会 社 の ウェ ブサ イト で は 、 出 版 物 の ペー ジ に 丈二 法 』 が 登場 する が 、 
それ を クリ ッ ク す る と 構 崎 研究 所 の 同じ ペー ジ に 至る 。 ま た 、 槽 崎 研究 所 ウェ ブサ イ 
ト の 「 構 崎 持 月 」 の ペー ジ を 見 る と 、 シ ー エ ムシ ーー 技術 開 発 株 式 会 社 か ら 復 刻 さ れ た 
『 静 電 三 法 』 巻末 に ある 「 著 者 略歴 」 と まっ た く 同 じ の 略歴 が 掲載 され て いる 。 


の 実践 と 探 完 」 と 記さ れ て お り 、 そ の 下 に は 次 の よう な 文句 が 続く 。「 槽 崎 研究 所 で は 
皆さま の ご 支援 と 御 協 力 を 得 て 70 ノ 『 静 電 三 法 』 に つい て 次 の 活動 を 進め て まい り た 
いと 考え て お り ま す 。/1. 静 電 三 法 の 普及 2. 研究 者 、 実 践 者 の 紹介 3. 村崎 時 月 
に 関す る 情報 、 資 料 等 の 公開 、 発 刊 プ 4. 静 電 三 法 に 関す る 研究 ・ 実 践 の 紹介 5. 研 
究 者 、 実 践 者 と の 交流 、 研 究 会 の 開催 6. 21 世紀 の 科学 技術 へ の 応用 利用 の 提案 
7. 研究 ・ 実 践 の 拠点 づく り 」。 こ の 記述 を 見 た だ け で 、 こ の 研究 所 の 姿勢 は お お よそ 
読み 取る こと が 可能 で あろ 2 う 。 

NN 所 の ウェ ブサ イト に は 、 構 崎 に 関す る 情報 が 散見 され る 。 「 実 践 者 の 声 」 の 

こ は 、 本 稿 執筆 時 点 で 8 人 の 実践 者 が 紹介 され て いる が 、 そ の 中 に は 構 崎 に 直 

和 まれ て お り 、 他 の 資料 か ら は 得 ら れ な い 内 容 も か な り 含 ま 
れ て いる 2%。 

この ウェ ブサ イト 中 の 「 開 設 に あたり 」 の ペー ジ に は 、 次 の よう な 文章 が 記さ れ て 
いる 。 


この ウェ ブサ イト は 、 戦 前 、 戦 後に 活躍 し た 物理 学者 、 槽 崎 持 月 の 残し た 数 々 の 
偉業 を 紹介 する と 共に 、 槽 崎 皇 月 の 代表 的 な 書 で ある 「 静 電 三 法 」 を 正確 に 広く 世 
に 伝え て いく た め に 、! 静 電 三 法 」 の 発刊 に あわ せ 2006 年 7 月 に 立ち 上 げた サイ ト 
で す 。 静 電 三 法 は "宇宙 対向 の 静電気 "と いう 自然 界 の 潜 在 勢力 を 活用 し た 農業 、 工 
業 そ し て 人 体 の 健康 に 関す る さま ざま な か な 改善 技法 が 記述 され た 技術 書 で す 。 槽 崎 氏 
の 遺志 を 引き 継ぎ 、 静 電 三 法 を 研究 、 実 践 する 方 々 へ の 情報 提供 に 勤め る と と も に 
この サイ ト を 訪れ た 方 々 の 相互 の 情報 交換 の 場 を 提供 し て いま す 。 


5.6 関川 二郎 の 著書 

関川 二郎 は 、『 カ タカ ム ナ 解読 の 軌跡 』 『 神 智学 と カタ カム ナ 』『 中 国 の 古代 思想 と カ 
タカ ム ナ 』『 発 生 学 と カタ カム ナ 』『 カ タカ ム ナ 単音 辞典 』 な どの 著書 を も つ 。 い ずれ 
も 、 カ タカ ム ナ に 関心 を も つ 人 々 に と っ て は 極め て 興味 深い タイ トル で は な いか と 推 
測 さ れる 。 
RM タイ トル か らし て 、 構 崎 が どの よう な 手順 
で カタ カム ナ 文 献 を 解読 し て いっ た か に 関す る 、 詳 細 な 情報 が 得 ら れる こと が 期待 さ 
れ よ う 。 し か し 実際 は 、 槽 崎 が どの よう に し て カタ カム ブナ 文字 に よっ て 記さ れ た カタ 
カム ナ 文 献 を 読み 解い て いっ た か を 、「 関 川 自身 の 体験 か ら 推測 し た も の 」 に 他 な ら な 
い 。 従 っ て 、 カ タカ ム ナ 文献 の 研究 に は 役立つ こと も ある で あろ う が 、 構 崎 に つい て 


70 本 文中 に スラ ッシュ (ンジ ) で 示し た 部 分 は 、 実 際 に は すべ て 改行 で ある 。 
71 本 稿 5. 1 を 参照 。 
72 その 一 部 は 本 稿 2. 1 で も 取り 上 げ て いる 。 


の 情報 が 得 ら れる わけ で は な い 。 そ し て 関川 自身 、 カ タカ ム ナ に 関す る 情報 は 『 相 似 
象 学会 誌 相似 象 』 か ら 得 て い る こと を 明示 し て いる 73。 従 っ て 、 こ れ ら の 著書 か ら 
楠 崎 に 関す る 情報 を 得る こと は 、 ほ と ん ど 期 待 で き な い 。 

な お 、 上 記 の 著書 は いずれ も 「 潜 象 道 レリーズ 」 に 含ま れる も の で 、 こ の シリ ー ズ 
は 1 て 10 の 番号 が 付 さ れ た 10 冊 と 、 別冊 お よび 特集 号 の 計 12 冊 か ら な る 。 いずれ も 
新書 版 の 大 き さ で 、 そ れ ぞ れ は 48~ー96 ペー ジ と な っ て いる 。 こ の シリ ー ズ の 企画 は 
潜 象 道 研修 塾 と な っ て お り 、 本 文 か ら 、 関 川 が この 塾 の 主宰 者 で ある こと が わか る 7?4。 


5. 7 阿 基 米 得 の 著書 

阿 基 米 得 に は 『 謎 の カタ カム ブナ 文明 一 秘 教科 学 の 最終 黙示 』】 と いう 著書 が あり 、 
者 に つい て は 巻末 に 、「 現 在 75 科学 ジャ ー ナ リス ト と し て 第 一 線 で 活躍 中 。 失 和 8 
ネネ ・ サ イエ ンス 協会 を 主宰 」 と ある 。 

論 は 「 カ タカ ム ナ 文献 と は 何 か 」「 風 景 工学 は エコ ロジ ー を 超え る 」「 錬 金 術 は 復 

二 6 「 性 の 魔術 が 人 類 を 救う 」 の 4 章 か ら な り 、 新 左翼 ・ 風 水 ・ ダ ウジ ング ・ 冶 
金 術 ・ 錬 金 術 ・ グ ル ジ ェ フ ・ ラ イヒ ・ 今 西 錦 司 等 々 、 極 め て 広範 な 内 容 や 人 物 が カタ 
カム ナ と 関連 づけ な が ら 論 じ ら れ て いる 

本 書 の 内 容 か ら 、 著 者 は 槽 崎 に は 会 っ て いな いと 見 られ 、 楠 崎 の 経歴 に つい て も 推 


73 た と えば 「 私 (関川 ) は 、 午 崎 の 唯一 人 の 後継 者 で ある 、 宇 野 多 美恵 が 主宰 する 相 
似 象 学会 の 会 誌 を 通し て 、 これ を 及 念 に 検討 し た 結果 ・‥・」 と いっ た 記述 が ある 。 ([ 関 
川 1996 : 14|。) 

74 この シリ ー ズ の 1 冊 目 (人 [関川 1996 : 引 ) に 、「 私 (関川 ) が 主宰 する 潜 象 道 研修 塾 
が 、『 何 を 目指 し 、 何 を 学ん で いる の か ?』 の 概要 を 述べ させ て 理 き ます 」 と ある 。 ま 
た 目次 の ペー ジ に も 「 潜 象 道 研修 塾 MM 
1996 : 84]) に ある 「 浴 象 道 シリ ー ズ の 予告 」 に は 12 冊 の 書名 が 列記 され 、 そ れ が 各 
間 昌 の Do 同時 に 、「 シ リー ズ ( 必 ) は 、 波 動 量 
が 一 定数 以上 に 達し た 人 で な けれ ば 、 お 分 け 致 し ませ ん 」 と あり 、 さ ら に 「 シ リー ズ 
( メ ・ 又 1) は 、 上 級 講習 修了 者 に 限っ て お 分 け 致 し ます 」 と ある 。 

75 発行 は 1981 年 。『 相 似 象 学会 誌 相似 象 』 に つい て は 「 現 在 9 号 ま で 発行 され て 
いる 」 と ある (人 [ 阿 基 1981 : 25]) 。 

76 イル ミナ ・ サ イエ ンス 協会 に つい て は 、 本 書 「 あ と が き 」 の 中 で 「 寺 田 寅彦 の 新 理 
学 を 中 心 に 、 楠 崎 皇 月 の 相似 象 学 、 桜 沢 加 一 の PU 原理 、 今 西 錦 司 の 進化 論 、 小 田 切 
瑞穂 の 潜 態 論 な ど 、 日 本 土着 の 優れ た 科学 や 、 ゲ ー テ 、 グ ル ジ ェ フ 、 シ ュ タ イナ ー、 
ライ ヒ 、 ケ ルブラン ほか 、 海 外 の オカ ルト ・ サ イエ ンス や 異端 の 科学 の 大 系 を 探求 す 
る た め の 作業 に 取り 組ん で いる 」 と ある 人 [ 阿 基 1981 : 257]) 。 


測 を 交え て 語っ て いる 。 また 「 あ と が き 」 に は 、「 著 者 の 相似 象 学 に 関す る 質問 に 答え 
て いた だ いた 相似 象 学会 会 長 宇野 多 美恵 氏 に 感謝 する 」 と ある 77。 と は いえ 多 方 面 に 
わた る 独自 の 調査 が な が され て いる 点 は 大 い に 注 目 さ れる 。 構 崎 の 人 間 関 係 や 、 彼 が 開 
発し た 農業 技術 が 与え た 影響 な ど ば に つい て は 、 他 の 資料 に は 見 られ な い 情 報 も 少な か 
ら ず 含ま れ て いる 。 


5.8 ミキ た ん まい 工房 ウェ ブサ イト 

ミキ た ん まい 工房 9 の 「 た ん まい 」 と は 炭素 埋設 の こと と 見 られ る 。 00000 
大 地 の 電 位 を 改良 する 方 法 の 中 で 、 最 も 代表 的 な も の と し て 知ら れる の が 炭素 埋設 
ある が 、 ミ キ た ん まい 工房 は それ を 行う 会 社 と いう こと に な る 7⑳。 実 際 に 、 6 
まい 工房 の ウェ ブサ イト に は 、「 大 地 電 位 の 調査 法 」「 大 地 電位 の 改良 法 」 な ど に 加え 
て 、「 カ タカ ム ナ と は ?」 と いっ た ペー ジ も あり 、 カ タカ ム ナ 文献 や その 解釈 な ど に も 
言及 し て いる が 、 基 本 的 に は 『 相 似 象 学会 誌 相似 象 』 の 内 容 を 出る も の で は な い 。 

ミキ た ん まい 工房 は 2001 年 に 「 ひ びき 研究 会 」 な る も の を 発足 させ て いる 80。 同社 
の ウェ ブサ イト 中 に 紹介 され て いる 「 当 会 の 目的 」 に は 「 当 会 は 、 炭 素質 埋設 法 を は 
じ め と する イヤ シロ チ 化 技術 の 研究 ・ 普 及 ・ 啓 蒙 ・ 実 践 を 通し て 、 地 球 環境 の 保全 や 
人 類 の 身体 的 ・ 精 神 的 ・ 社 会 的 な 健康 を 実現 する こと を 目的 と し ます 」 と ある 。 
ウェ ブサ イト の 中 に は 「 楠 崎 提 月 氏 の プロ フィ ー ル 」 と いう ペー ジ も ある 。 年 表 風 の 
簡潔 な も の で ある た め 、 詳 細 な 情報 を 得る こと は で き な い が 、 他 の 資料 と は 異な る 年 


0 1981 : 257]。 

78 正式 に は 「 有 限 会 社 ミ キ た ん まい 工房 」。 

四 の ウェ ブサ イト に は 、「 現 代 の 深刻 な 環境 問題 や エネ ルギー 問題 
の 解決 策 は 、 ク リー ン で 安全 NNE ある エネ ルギー を 、 カ タカ ム ナ の サト 
リ に よっ て 実用 化す る こと が 、 早 く て 確実 な 道 で ある と 考え ます 。 当社 は 、 こ の カタ 
カム ナ の サト リ に ヒン ト を 得 て 、 楠 崎 時 月 氏 が 編み 出 し た 炭素 質 埋 技法 を 手 本 に 
イヤ シロ チ 化 手法 を 進め て お り ま す 」 と 記さ れ て いる 。 

な お 大 地 電 位 を 改良 する こと を 、 最 近 は 「 イ ヤシ ロ チ 化 」 と 呼ぶ こと が 多い が 、 こ 
の 言葉 は 前 述 の 船井 に よっ て 広め られ た も の だ と 考え られ る 。 イ ヤシ ロ チ 化 を 行う 会 
社 と し て は 、 こ の ミキ た ん まい 工房 と 並ん で 株 式 会 社 ト ー タ ル ヘ ルス デザ イン が よく 
知ら れ て いる 。 ウ ェ ブ サイ ト を 見 る 限り 、 前 者 は 構 崎 の 考え に 、 後 者 は 槽 崎 よ り も 船 
井 の 考え に 基づく 傾向 が 強い よう に 思わ れる 。 

80 事務 局 が ミキ た ん まし 工房 内 に 置か れ て いる こと 、 会 計 を ミキ た ん まい 工房 が 一 括 
し て 管理 し て いる こと な どか ら 、 ミ キ た ん まい 工房 が 母体 と な っ て いる こと は 明らか 
2 の 。 


代 を 挙げ て いる 部 分 が ある 点 な ど は 注目 され る 。 し か し その 情報 源 に つい て は 明らか 
で は な い 。 ウェブ サイ ト 中 に は 、 和 社長 の 高野 幸司 が 楠 崎 を 「 師 」 と 呼ぶ 文章 も 見 られ 
る も の の 、 高野 は 1960 年 生ま れ と ある の で 、1974 年 に 死亡 し た 構 崎 に 直接 師事 し て 
いた と は 考え に くい 。 


5.9 服部 真幸 の 著書 

服部 真幸 に は 、『 僕 達 の 覚醒 - カ タカ ム ナ が 伝え る 偶然 の 真理 』 と 『 カ タカ ム ナ 人 か 
ら の 癒し 』 と いう 、 カ タカ ム ナ を テー マ に し た 2 冊 の 著書 が ある 81。 大 変 ユ ニー ク な 
内 容 だ が 、 カ タカ ム ナ と の 出会い に 関し て は 、 楠 崎 の みな ら ず 相似 象 学会 と も 直接 に 
は 何ら か か わり が な い 。 従 っ て 、 槽 崎 に 関す る 独自 の 情報 を 得る こと は で き な い 82。 


6 むす びと し て 

これ まで に 見 て きた よう に 、 構 崎 に 関す る 独自 の 情報 は 少な い 。 あ る 程度 まとまっ 
た 情報 が ある の は 、 G) 『 相 似 象 学会 語 相似 象 』、②⑫ 楠 崎 自身 の 著書 、(③⑬) 松 原 喜一 の 
著書 、 (④ 阿 基 米 得 の 著書 に 限ら れる 。 その 中 で 情報 量 が 群 を 抜い て 多い の は 1①) 『 相 似 
Si 相似 象 』 で ある 。 単 一 の 情報 に 多く を 依存 する こと に よる 危険 性 は ある も 

れ に 匹敵 する 情報 が な いと いう 現状 で は 、『 相 似 象 学会 誌 相似 象 』 に 多く 依 
計 6PIR EDP の の の に OO ⑫ 村 崎 自身 
の 著作 、⑬) 槽 崎 に 師事 し 、 彼 の も と で 研究 を し て いた 松原 喜一 の 著作 な ど に よっ て 確 
認 す る こと が 可能 で ある 。 また 周辺 の 情報 に つい て は (④⑭ 阿 基 米 得 の 著書 か ら 得 る こと 
が 可能 で ある 。 こ の 他 に 、⑤ 井 戸 勝 富 、(6⑥) 槽 崎 研究 所 、(7) ミ キ た ん まい 工房 な どの 
情報 に も オリ ジ ナ ル な も の が 一 部 に 含ま れ て いる の で 、 こ れ ら も 補助 的 に 使用 する こ 
と が で きる 。 

な お 、(8⑧) 船 井 幸雄 の 著書 、(9⑨) 深 野 一 幸 の 著書 、(10) 関 川 二郎 の 著書 の 著書 は 、 そ の 
内 容 の 大 半 が (①『 相 似 象 学会 誌 相似 象 』 に 基づい て いる 83。 従 っ て 、 イ ヤシ ロ チ 研 
究 や カタ カム ナ 研 究 に 利用 する こと は 可能 で あっ て も 、 構 崎 に つい て の 研究 と な る と 
役立つ 可能 性 は 低い と いえ る 。 


81 [服部 19971 お よび [| 眼 部 1999]。 

82 [服部 19971 に よれ ば 、「 木 津 ち ゃ ん 」 と 呼ば れる 友人 が 、 自 動 書 記 の よう に 不思議 
な 文字 を 書き 出す の だ が 、 そ の 文字 が カタ カム ナ 文 字 だ っ た と いう 。 な お 本 書 に 「 木 
津 ち ゃ ん 」 と し て 登場 する 木津 龍馬 に つい て は 彼 の ウェ ブサ イト を 参照 。 木 津 に は 数 
冊 の 著書 も ある 。 

88 (⑧) 船 井 の 著 書 だ け は 、 同 時 に (⑧) 松 原 の 著 書 を も 利用 し て お り 、 出 典 を 明記 し た 引 
用 も 見 られ る 。 
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後に 、 これ ら の 著者 の 中 で 槽 崎 と 面識 が あっ た の 
事実 上 の 著者 で ある 宇野 多 美恵 4 と 、 
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